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505 mg/lのとき最も高い効率を示し、処理水の CODcr濃度は 51.5mg/lと除去率は 88%に達した。窒素につ






川水処理を行った。水理学的負荷は 100cmJd に達し、 NH~+-N の除去率は 52% に、 CODcr の除去率は 36% に
達した。人工湿地システムの NH~+羽除去率は季節的に大きな違いが見られた。しかし、 CODcr の除去率に
関しては季節の影響が少ないことが判明した。また、冬の季節に保温ビニール膜を使用した場合、 NH~+却
の除去率が8.2%から 17.5%に改善した。
審査の結果の要旨
本研究で開発した土壌液過システムの初期投資コストは従来の活性汚泥法の 12-13、運行時の使用消
費電気量は従来の活性汚泥法の 13-1/5となる。土壌トレンチシステム運行時の電気(消耗)、人件費、薬
剤費の総コストは 0.03ドル/トン程度に抑えられた。即ち、エコシステム工学水処理法が低コストかつ省
エネ的分散地生活廃水処理技術として十分に期待できることが証明された。また、本研究で開発したエコシ
ステム水処理と公園やスポーツエリアの緑地景観建設を組み合わせることにより、廃水の再利用による水の
使用量や管理費用を節約することができる。本研究では、このようなエコシステム工学水処理技術を中国に
普及させるに当たって必要とされる、貴重な実験データを提供しており、エコシステム工学法の水環境浄化
への応用において科学的かっ技術的助言を行っている点が高く評価された。
平成 24年1月31日、学位審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判断された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めるc
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